
 

 

施工手順 

① コンクリート基礎を打設します。（標準施工断面参照） 

 

② 受枠接続部を付属の皿ねじ・平座金・六角ナットで連結し、仮止めします。 

 

                                     皿ねじ・平座金・六角ナットの梱包数量 

製品符号 呼 称 数量（組） 

1200・1500 ２ 

RH-E 

2000 ４ 

SH-E 

1000 ・ 1060 ・ 1200 ・ 1300 ・

1500 ・ 1600 ・ 1800 ・ 1900 ・

2000・2180 

４ 

 

 

③ 受枠の外径・対角寸法をコンベックス等で計測し、歪みがないよう調整します。(下図で L1＝L2 となるよう調整）

受枠のレベル（高さ）を調整したうえで皿ねじ・六角ナットの本締めを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 受枠下のアンカー固定用切り欠き

部へ仮止め用アンカー（あと施工ア

ンカーM10・別途）を施工します。あ

らかじめ打ち込み位置をコンクリート

基礎へマーキングし、受枠を一旦コ

ンクリート基礎から外した後、穿孔し

アンカーを設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 受枠をアンカー固定後、受枠外部

の舗装及び受枠下のモルタル施工

を行います。 

（受枠下のモルタル施工は土壌・舗

装のサンドクッションの吸出し防止、

受枠補強の観点から必ず行ってくだ

さい。） 
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接続部詳細 

丸型 
角型 

標準施工断面 

249－１K 


